
Invitation To Railway Technology

１．はじめに
当社では、広島シティネットワークの「更なる安全性の向上」

と「幅広い運転支援の充実化」を目標とした車上データベー

ス方式による新しい運転保安システム（Ｄ－ＴＡＳ：Database 

oriented Train Administration System）を開発しました。主な

特徴は以下の２点です。

●既存のＡＴＳ－ＳＷ形地 上子を活用した連 続 速 度 照 査　

（パターン制御）

●データベースを用いた自列車位置検知機能による幅広い

運転支援

また、広島シティネットワークには、開かずの踏切や広島電

鉄株式会社との兼掌踏切があり、鳴動時分が長い踏切に対す

る鳴動時分短縮の要望が強くあります。当社では、既にＡＴＳ

－Ｐの機能を活用した踏切定時間制御（賢い踏切化）を一部

導入していますが、ＡＴＳ－Ｐ線区以外では未導入です。

Ｄ－ＴＡＳは車上データベースと地上子からの情報を基に

制御を行うシステムであり、踏切定時間制御に必要な車両情報

（通過 / 停車）を地上に送信する機能を有していません。

そこで、Ｄ－ＴＡＳの機能を向上させて車両情報の送信機能

の追加と、これに伴う地上装置を開発し、踏切定時間制御の

実現を目指した技術開発を行っています。

２．概要
（１）Ｄ－ＴＡＳのシステム概要

Ｄ－ＴＡＳは、信号機や速度制限区間（曲線や分岐器等）、

駅設備等の地上設備をデータ化した車上データベースと地上子

からの位置情報に基づいて自列車位置を確定します。

自列車位置が確定した後は、速度発電機からの速度信号に

より、車上データベース上の自列車位置を更新しながら、地上

子からの信号現示情報や進路情報に従って、列車を制御してい

きます。

また、ＩＣカードを挿入することにより、運行情報等を予め

車上装置に登録することができ、次駅の通過 / 停車を認識させ

ることができます（図１）。

（２）Ｄ－ＴＡＳでの踏切定時間制御

踏切データを車上データベースに登録し、通過列車と停車

列車それぞれに応じた踏切定時間制御を実現します。踏切定

時間制御の流れは次のようになります（図２）。

①予め車上装置に登録されたＩＣカード情報により、次駅

の通過 / 停車を車上装置が判定する。次駅が停車の場合、

車上データベースに登録された制御点（踏切鳴動地点外

方）で、踏切防護パターンを発生する。

②踏切防護パターンが発生しているときに、車上装置は

地上装置に対して停車情報を送信する。

③地上装置は、通過 / 停車情報を受信するとともに、列車

が踏切 Bu 地上子を通過したことを検知する。

④列車が停車列車であれば、通過列車用の制御子を通過し

ても、踏切を鳴動させない。

⑤列車が停車列車であれば、停車列車用の制御子から踏切

の鳴動を開始する。

⑥停車列車がホームに停車してから、一定時間経過後に

踏切防護パターンを消去する。
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図 1：車上装置概要

図 2：踏切定時間制御概要
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（３）地上装置

既存の地上装置は、制御子、踏切バックアップ装置および不

一致検出器で構成されます。

今回開発している地上装置には、車上装置からの停車情報

を検知して通過 / 停車を判定する機能を追加し、在線検知情

報と組み合わせて踏切定時間制御を行います。さらに、既存

の地上装置と互換性を持たせ、踏切バックアップ装置と不一致

検出器の機能を統合し小型化しています（写真１）。

（４）車上装置

次駅が停車の場合、車上データベースに登録された踏切に

対して、踏切防護パターンを発生します。

地 上 装 置 に 送 信 する 停 車 情 報 はＡＳＫ（Amplitude Shift 

Keying） の変 調 方 式を利用し、「Ａ線 ( 上り )：１０１１０」

「Ｂ線 ( 下り )：１１００１」の情報を送信します。

（５）データベース

踏切定時間制御で使用する踏切データは、他の設備データ

と同様にデータベース管理システムで管理します（図３）。

こ の デ ー タ ベ ース 管 理 シ ス テ ム は ＧＩＳ（Geographic 

Information System）エンジンを利用することで、複雑な設計

作業を必要とせずに踏切定時間制御に使用する踏切の位置情

報や制御点の距離情報のデータを作成することができます。

３．おわりに
Ｄ－ＴＡＳ導入区間である広島シティネットワークでの、踏切

定時間制御の実用化を目指し、現地環境下での試験を来年度

予定しています。

今後も技術開発を継続し、Ｄ－ＴＡＳでの踏切の鳴動時間

短縮を図っていきます。
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写真 1：地上装置 図３：データベース管理システム
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